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研究成果の概要（和文）：4GPa以上の圧力発生が可能な圧力セルを用いて、鉄系超伝導体の圧力

効果を電気抵抗とNMR測定を用いて調べた。FeSeにおいては常圧で8Kであった超伝導転移温度が

高圧下で37Kまで上昇すること、約1GPaあたりに転移温度が圧力依存しない領域が存在すること

を明らかにした。SrFe2As2では圧力誘起超伝導の観測に加えて、超伝導が出現する圧力が一軸的

な圧力に非常に敏感であることを明らかにした。さらに新たに見つかった超伝導体Sr2VFeAsO3

の常圧における37Kの超伝導転移温度が圧力下で46Kまで上昇することを発見した。 

 

研究成果の概要（英文）：We investigated the pressure effects on Fe-based superconductors 

through the resistivity and NMR measurement using the pressure cell which can apply the 

pressure above 4 GPa. In FeSe, the superconducting transition temperature of 8 K at ambient 

pressure increased to 37 K, and the pressure dependence showed a plateau around 1 GPa. 

In SrFe2As2, we found the critical pressure above which superconductivity appears is 

sensitive to the uniaxial stress along the c-axis. In addition, we found the transition 

temperature of 37 K in Sr2VFeAsO3 increases to 46 K under pressure. 
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１．研究開始当初の背景 

 物性研究において圧力下での物性測定は

その物質の性質を探る重要な手法である。よ

り高い圧力で、より高精度のデータを得るた

めに圧力発生効率の良い新しい圧力セルの

開発が重要であった。また、2008 年初めに鉄

を含む化合物で超伝導が発見され、世界的に

急速な研究が行われていた。その中で圧力下

の測定も物性解明に非常に重要な役割を担

っていた。 

 

２．研究の目的 

 我々が用いているインデンター型圧力セ

ルの改良と同時に、超伝導物質などが圧力下

で示す物性の変化を調べることを目的とし

た。 

 

３．研究の方法 

 (1)NMR 測定のために試料容積の大きな圧

力セルの開発を行った。 

 

 (2)鉄系超伝導体であるFeSe、SrFe2As2、

Sr2VFeAsO3に関して圧力下での電気抵抗測定、

及びNMR測定を行った。 

 

４．研究成果 

 (1)NMR 測定のために試料容積の大きな新

型圧力セルを開発した。従来の圧力セルに比

べて約 7倍の試料容積の増加に成功した。 

 

 (2) FeSeにおいては常圧で8Kであった超伝

導転移温度が高圧下で37Kまで上昇すること、

約1GPaあたりに転移温度が圧力依存しない領

域が存在することを電気抵抗測定から明らか

にした。さらに圧力下のNMR測定も行い、他グ

ループによって行われた圧力下X線回折測定

の結果を踏まえて、超伝導転移温度とSeのFe

面からの高さ、さらに磁気揺らぎに密接な関

係があることを見出した。 

 SrFe2As2では前年度に観測した圧力誘起超

伝導に加えて、超伝導が出現する圧力が一軸

的な圧力に非常に敏感であることを明らかに

した。この系の圧力誘起超伝導はいくつかの

グループ間での再現性が悪いことが問題であ

ったが、その原因が圧力の一軸性にあること

を指摘した。 

 さ ら に 新 た に 見 つ か っ た 超 伝 導 体

Sr2VFeAsO3の常圧における 37Kの超伝導転移

温度が圧力下で 46Kまで上昇することを発見

した。 
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